
（別紙４）

～ ７年　２月　２１日

（対象者数） 33 （回答者数） 31

～ ７年　２月　１４日

（対象者数） 2 （回答者数） 2

～ ７年　２月　２１日

（対象数） 11 （回答数） 10

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

現地でなるべく普段の様子が確認できるよう担任の先生方と

観察方法等を工夫する。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

事業概要や主旨、訪問内容等について、地域で浸透され

るまで、時間をかけてその都度理解と協力を得られるようご

説明する。

2

3

科学的根拠（応用行動学）に基づいた問題行動の介入方法

の提案ができる。また訪問先の先生方、保護者、事業所と

共通理解と連携が深い。

改善したい行動および介入方法を、エビデンスを元に

提示することで、担任の先生、保護者、事業所での

共通理解がしやすい。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

特に初めての訪問先（園や学校）へ訪問する際の、日にちと時

間の調整が課題。

園や学校にも都合がある中で、事業概要、訪問内容などの

理解が地域の中でまだ浸透していない。

7年　１月　１０日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 ７年　２月　２６日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 7年　１月　１４日

○事業所名 多機能事業所　おれんじキッズ岩国（保育所等訪問支援）

○保護者評価実施期間 7年　１月　１４日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


